
華

厳

宗

成

立

に
関

す

る

一
考

察

石

井

秀

法

江

南

の
天
台
宗

淋
大

乗

の
法
華
経

に
よ
つ
で

一
代
仏

教
を
統

摂
し

、
こ
れ

に
対

比
し
て

、
北
地
仏
教
を
継
ぎ

、
華

厳
経

を
以

て

一
代
仏

教
を

統
理
し
た

も
の
が
唐

の
賢
首
大

師
法

蔵
の
華
厳

宗
で
あ

る
。
そ

の
発
端
は

、
東
晋

の
仏
陀

跋
陀
羅

の
華
厳

経

の

訳
出

と
菩

提
流
支

の
世
親
十
地
経
論

の
伝
訳

、
研

究
に
起
因
し

て
い

る
。
智
儼

の
華
厳
経

の
講

義
を
聞

い
た
法
蔵

は
在
俗

の
身

で
華

厳

の
教
理

を
究

め

、
則
天

武

后
の
信
任
を
う

け

.
沙
門
と

な
つ

て

、
武

后
の
建
立
し

た
太
原
寺

で
華
厳
経
を

講
じ

、
彼
に

賢
首

大
師

の
名
号
を
授
け

た
。

こ

丶
で
天

台
教
学

、
又
天

台
大

師
智
頻

に

つ

い
て
考
察

す
る
。
智
頻

は
南
朝
仏

教

の
伝

統
に
立

つ
て

北
朝

の
仏
教
を

統
合
し

尢
。

梁

の
武

帝

の
大
同
四

年
荊

州

華
容

に
生

れ
、
梁
末

の
乱
世
に
出

家
し
て
涅
槃

、
法

華
等

の
諸

大
乗

経
典

の
研
究

に
つ
と
め

、
光
州
大

蘇

山
に
慧

思

の
指

導

を

う
け

法
華

三
昧
を

証
得

し

、

一
宗
開
創
し
た

の
で
あ

る
。
智

鏃

は

サ
南
朝

の
浬
槃
経

尊
重

の
傾
向
か
ら
進

ん
で

、
法
華

経
を

以

て
釈

迦

一
代

の
教

説

の
真
髄
と
成

し
た

.
智
頻

は
実
践
的

な
法

華
行
者

の
上
に

、
天
台
教

学
を

主
張

し

、
従
来
の
南

朝
仏

教

に

対
す

る
批

判

、
天

台
教
学

が
江
南

の
伝

統

で
な

い
事
を
知

る
。

一
宗
開
創

の
基
調
は

、
法
華
経

に
求

め

、
南
北
仏
教

を
批
判

し
、
所
謂

南
三
北

七
の
教
相
判
釈
を

綜

合
し

た
も

の
が
五
時
八

教

の
天
台
教
判

で
あ

る
。
釈
尊

一
代

四
十
余

年
の
説
法

を
華
厳

時

、
阿
含
隲

、
方
等
陦

、
般
若

時

、
法

輩

、
渥

槃
時

の
五
時
に
分

類
し

、
先
ず

説
法

の
年
時

よ
り
大
小

二

乗

の
教
典

を
判
別
し

た

の
で
あ
る
。
八
教

判
と
は

、
釈

尊
説
法

の
形
式

(
化
儀
四

教

)

と
内
容

(
化
法
四
教

)
が

ら
分
類
し

た

も

の
で
あ
る
。
衆
生

教

化
に
用

い
ら
れ

た
説

法

の
形
式

,
儀
式

の
方

面
か
ら

頓
教

,
漸

教

、
秘
密
教
及

び
不

定
教

の
化
儀

の
四
教

を
立

て
た
。

こ
れ
は

江
南
仏
教
界

の
教
判

を
伝
承

し
た
も

の

で
あ

つ
た
。

又
教

義

内

容
か
ら
分
類
し

た
蔵
教

、
通
教

、
別
教

及

び
円
教

の
化
法

の
四

教
は

、
北
地

仏
教

の
教
判
を
俵
承

拡
充

し

た
も

の
で
あ

つ
た
。
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天

台

は

こ
の
教

判

に
よ

つ
て

、
法
華
経

こ
そ

、

一
切
経

中

の
最

高

権

威

だ

と
強
調

し
た
も

の
で
あ

る
。
天
台

の
教
義

に
於

い
て

は
宇

宙

の
現
象

(
事

)
も
空

、
仮

、
中
三
諦
は
円
融
不
二

に
し

て

、
現
象

の
外

に
本
体
な
く

(
事
即
理

)
、
生

滅
す
る
森
羅
万

象

は

、
そ

の
尽
不
変

常
住

の
本
体

で
あ
る

(
理
即
事

)
と
す

る

か

蕊
る
心
性

達
観

の
実
践
行
法

と
し
て
「

摩
詞

止
観

」
に
四
種

.

三
昧

の
行

政

が
提

示
さ
れ

て

い
る
。
智
顕

は
南
朝
仏
教
界

か
ら

出

て
r、
北
朝

の
実
践
仏
教
を
修
め

、
両

者

の
止
揚
を
は
か
け

、

教

(
教

理

)
観

(
実
践

)
双
修

の
新
仏
教

を
立
て
だ

の
で
あ

る
,

こ

丶
に
天

台
宗
成
立

の
意
義
が
存
す

る
。

華

厳

の
教

判
は
法

蔵
に
よ
り

、
彼
は
釈
尊

一
代

の
仏
教

を

、

そ

の
説
法

の
形
式

と
内
容

の
上
か
ら

五
教
十
宗
に

判
釈

し
て

、

大
乗

華
厳

経

に
説
く

円
教

の
権

威
を

明
示

し
た
。

小
乗

、
始

、

終

、
頓
教
及

び
円
教

の
五
教
判
は

、
法

に

つ
い
て

の
分
類

で

、

華
北

仏
教

界

の
伝

統
に
あ

る
華
厳
経
尊
重

の
教
判

の
補
正
で
あ

つ
た
。
そ

の
十
宗
判

は
、

こ
の
五
教
を
更

に
理
に

つ
い
て
拡
充

し
詳

説

し
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
十

宗

の
説

に
法
蔵

の
華
厳
教

学

の
特

色
が
見
ら

れ
る
。

「
六
十

華
厳

し
が
仏
陀

跋
陀
羅
に
よ

つ
て
訳
出
さ

れ
、
華
厳

経
訳

出
は
支
那

の
教
学

界
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
た

・
訳
場

に

居
た

、
法

業
が

「
華
厳
経

旨
帰

」
二

巻
を
書

い
た
の
が

「
華
厳

」
に
関
す

る
最

初

の
も
の
で
、
法

業
は
慧

観

の
弟
子

で
あ
り

、

学

系
的

に
見
る

と
後

の
智

正

、
智
儼

に
及

ぶ
迄

の
法

業
又
玄
高

の
弟
子

で
あ

る
玄

暢

に
よ

る
「
華

厳
経

疏

」
が
あ
る
事

に
よ

つ

て

、
或
程
度

の
華
厳
思

想

又
源
流

が
あ

つ
た
も
の
と
思
わ

れ

る
.

玄
高

は
仏
陀
跋
陀

羅

の
直
接

の
弟
子

で
あ
り

、
彼

の
教
を
う

け

最

も
禅

に
達
し

た
人
で
あ
る
。
仏

陀
跋

陀
羅

と
玄
高

の
聞

に

「

華
厳

」
の
授

受

が
あ

つ
た

と
言
う
文

献

は
な

い
。
し

か
し
玄
暢

の
事

跡
よ
り
見
る

と

、
何
等

か
の
関
係

が
あ

つ
た
事

に
相
違
な

く
思
わ

れ
る
。

「
華
厳
経

旨
帰

」
は

賢

首
大

師

の
「
華

厳
伝

」

た

は

「
見

行
於
世

」
と
あ
り

唐
代

迄

は

残

つ
て
い
た
も

の
と
思

わ
れ
る

。
玄
暢

の

「
華

厳
経
疏

」
は

「
華
厳

経

」
全
部

の
註

釈

書

と
し
て
は
最

初

の
も

の
で
あ
る
と
思

わ
れ

、
玄

暢
は
律

に
も

関
係
あ

つ
て

、
南
方

で
菩
薩

戒
法

を
宣

揚
し

、
そ

の
作
法

を
説

い
た
も

の
を

、
天
台
大
師

は

、
こ
れ
を

「
暢
法

師
本

」
と
呼
ん

で
い
る
.

「
十

地
論

」
の
翻
訳
淋
出
来

て

以
後

「
萋

厳

」
の
研

究
は

、
こ
の
系

統

の
学

者

の
手
に
帰

し

、
特

に
仏

陀
扇
多

に
は

「
華
厳
経
旨

帰

」
二
巻

の
著
述
が
あ

る
と
言
う

が
伝
わ

っ
て
い

な

い
.
そ

の
弟
子
慧

光
が

「
華
厳
経

疏

」
を
著
わ
し

.
「
華
厳

」
の
研

究
も
盛

ん
に
な
り

、
隋
代

に
終

南

山
の
智

正

、
そ

の
下
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に
智

黻

が
出
て

、
華
厳

宗
成

立

の
動
機

と
な

つ
た
.

こ

、
で
華
厳

宗
俵

統
説

に
は
問
題
ぷ
あ

る
。
そ
れ

は
従

来
華

厳

宗

で
は

、
支

那
に
於

け
る
第

一
詛
を
杜

順
と
し

、
第
二
祖
智

儼

、
第

三
祖
法
蔵

と
し

、
即

ち
法
蔵

に
よ

つ
て

、
こ
の
宗

が
大

成
し

た
の

で
あ
る
。

し

か
し

こ

の
説
に
は
史

実

の
根

拠
が
な

い
、
そ

こ
で
第

一
祖

智

正

、
第
二
祖
智
嚴

.
第
三
祖
法
蔵
と
し

、
第

一
祖
智

正
と
す

可
き

で
あ

る

.
杜

順
を
華
厳
宗
に
関

係
あ
り
と
す

る
の
が
誤
り

で
あ

る
と

思
う

。
銑

一
に
杜

順
が
華
厳
に
関

係
あ
り
と
言
う

文

献

上

の
証
拠
が
な

い
。
第

二
に
若
し

「
華
厳

」
に
閏
係
あ

る
な

ら
杜

順

の
学

統
は
何
凱

か
ら
来

て

い
る
か

、
探
す

所
が
な

い
。

第

三

に
法

藏
も
杜
順
を

「
華
厳

」
系

統
の
中
に
加

え
て

い
な

い
。

こ
の
事
は
今

日
の
学

界
に
於
て゚

も
言
わ

れ
て
い
る
。

「
続

高
僧

伝

」
「
華
厳
伝

」
を
見

て
も

、
智
嚴

が
杜

順
の
弟
子

と
あ

る
が

「
華

厳

し
を

伝

え
た
と
は
な

い
。
結
局
杜
順
は
伝
説

の
神
僧
で

あ
軌

法
蔵

も

「
華
厳
伝

」
に
神
憎
杜

順
と
あ
り

、
学

聞
に
関

係

が
な

い
、
た
望
の
神
僧

に
す
ぎ
な

い
の
で
あ

る
。
智
嚴

が

「

華
厳

」
を
学

ぶ
動

機

に

つ
い
て

儼

以
法
門
繁
曠
智
海
沖
深

方
駕
司
南
未
知
何
暦

乃
至
於
経

蔵

前
礼
而
自
、立

誓
信
手
取
之
得
華
厳
第

一
、
即
於
当

寺
智

正

法

師
下

聴
受

此
経

と
あ
り

、
智
阻瞰
の

「
華
厳

」
を
学

ん

だ

由
釆
で
あ
り

、
こ
の
以

前

に
杜

順

か
ら
承
受
し

た
事
実

は
な

い
.
杜

順
と

「
華
厳

」
と

関

係
の
な

い
事

を
語

る
証
拠

で
あ

る
。

「
続
高
僧
伝

」
は
智
儼

淋
杜

順

の
弟
子

で
あ

る
事

を
杜
順
伝

に
記
し

.
智

正
伝

に
も
そ

の
弟
子

に
智
儼

あ
り

と
言

い
、
智
厳

を
智
現

と
書

い
て

い
る
.

こ
れ
は
別

人

で
な

く
同

一
入
で
あ

る

、
要
す

る
に
杜
順
と
智

正

は
同
時
代

の
入

、
智
　厳

と
智
現
も

同
時
代

の
人
で

、
二

人
共

至

相
寺

で
智

正
の
弟
子

で
あ

り

、
同

一
の
寺

で

「
華
厳

」
は

同

一

の
師

よ
り
受

け

た
と
言
う

事
は
あ
り

得
倉

い
の

で
あ

る
.

そ

こ

h
,

で
巖

縫

順
玄

で
な
く
・
智
正
よ
り

「
護

」
を
承
受
し
・
Q

フ

　

華
厳
宗

の
第

鰰.一
祖

と
な

る

の
で
あ

る
。

支
那
で
判
釈

と
言
う

の
は
慧
観
が

最

初
で
あ
り

、
彼

は

「
華

厳

」
と

「
湟

槃

し
の
二
教

を
重
視
し

充
。

こ
め

二
教
は
仏

陀
説

法

の
最
高

の
も

の
で

、
「
華
厳

」
は

仏

の
最
初

の
頓
説

、
「
涅

槃

」
は
最
後

の
訓
練
調

熟

の
説
法

P

111ti法

,
始
め
て
仏
教

に
頓

、
漸

、

常

庄
教

の
三

種
あ
り

と
説
き

、
支

那
判
釈

説

の
起
・源

で
も
あ
る

十
地
論
宗

の
学
者

は
.、
こ
れ
を

頓

、
漸

、
則
教

と

し

「
華
厳
経

」
は
説
法

、
形
式

上
か
ら

は
頓
教

で
あ
り

、
教
義
内
容

か
ら
は

円
教

で
あ

る
と
言
う
.

こ
の
三
教

説

が

、
後

の
華
厳

宗
に
於
け



る
法

蕨

の
五
教
十

宗
説
と
癒

つ
た
。

こ
の
事

は
論

交
に
記
述

し

て

い
る
。
法

蕨
に
於
け
る
華
厳
教
学

の
根
本
体
系

は

、
三
性

と

因

縁

と
十

玄
と
六
相
と

の
四
部

門
に
よ
り

組
織
せ
ら
れ

、
三
性

説
は

法
相
教
学

の
実
相
論
的

断
面
と
し
て
種

子
説

に
於
け
る
縁

起
論

的
思
想

が
重
要

で
あ

る
。
真

諦
の
摂
論
派

と
玄
奘

の
唯
識

派

の
間

に
相

違
溺
あ

り

、
三
論
教
学

に
も

影
響

す
る
・.
法

蔵

の

三
性

論
は
法
相
教
学

の
三
性
説
に
対
し
法
性
を
立

場
と
す

る
如

来
藏

縁
起

説
に
於

て
、
そ

の
互
融
無
礙

の
論
成

に
よ
り
華
厳
教

学

の

内
容

と
し

て
組

織
す

る
も

の
で
あ
る
。
法
蔵

の
教
学

は
智

鬣

を

継
ぎ

、

一
宗

の
教
理
的

組
織
と
し
て
大
成
し
た

の
で
あ
る
.

智

儼

の
海

印
三
昧

の
思
想
を
観
法

の
上
に
体
系
づ
け

、
妄
尽
還

源
観

で
あ

る
。

そ
の
形
式

は
起
信
論

に
よ
る

実
践
的

組
織
に
対

し
て

教
理
的

組
織
と
し
で

、
捜

玄
匏

の
伝
承
を
通

じ
て

華
厳

経

の
思

想
を
体
系
づ
け

た
.

華
厳
経

の
根
本
的
立
場

は
法

蔵
に
よ

る
如

来
性
起

品
の
十
種

の
性
起

の
因
縁
に
よ
る
・
即
ち
法
爾

、

願

力

、
機
感

、
為
本

、
顕

徳
、
顕
位

、
開
発

、
見
聞

、
成
行

、

得

果

,
で
あ

る
。

智

儼

は
智

正
よ
り
華
厳
経
を
聞
き

、
教
学

組
織
の
基
礎
と
な

つ
た
。
し

か
し

華
厳
経

の
法
門

の
伝

統
で
な
く

、
法

門

の
伝

統

は
法

順

(
杜

順

)
に
う
け
る

嘯
乗
十

玄
門
に
あ

る
と
言
わ

れ
る

が
、
こ

、
で

の
杜
順
も
疑
問

点

で
あ

る
。

一
乗
十
玄

門
は

華
厳

経
の
根
本
思
想

淋
法
界
縁
起

に
あ゚
る

事
を

言

い
、
縁
起

自
体

の

本
質

を
因
果
二

門
に
よ
る

、
又
垂
厳

経
を
観
行
的

立

場
で
体
系

づ
け
ら

れ
た
法
界
観
門

で
教
理
的

に

組
織
す
る
も

の
が
輔
乗
十

玄

門
で
あ

る
。

そ

の
思

想
は

、
法
順

の
法

界
観

門
と
見
ら

れ
る
・

し
か

し
十
玄

門

の
組
織
は
智
儼

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。

華
厳
経

の
立

場
を

世
親

の
十
地
経
論

の
思
想

に
よ
り

、
唯
識

と
莨
如
と

の
立

場

の
対
立

に
於

い
て

、
法

蔵

の
縁

唯

心
門

に
於
け

る
本
影

相
対
と

説
聴

全
摂

の
縁
起

観

上
に
展
開

し

、
豊
厳
経

の
立

場
で

組
織
す

る

.
又
法

蔵
の
縁
起

論

の
組
織

は
阿
頼

耶
識
縁
起

と
如

・

来
蔵
縁
起

は
共

に
法
界
縁
起

の
中

に
体

系
づ

け

ら
れ

、
両
者

の

綜
合

に
あ

る
。
所
謂

、
性
相

融
合

が
法

蔵

の
教
学
組

織

の
方
法

論
的
意

義
を
有
す

る
も

の
で
あ

る
。
要

す

る
に

・
華

厳
宗
成

立

に
関
し
て

、
智

正
、
智
儼

、
法
蔵

以
前

の
仏
陀

跋
陀
羅

の

「
華

厳
経

」
訳
出
に
よ
り

、
又
弟
子

慧
観

、
玄

高

、
高

の
弟
子
玄

暢

等
に

よ
つ
て

、
華
厳
教
理

、
思
想
的

な

背
景

と

い
う

も

の
が

、

こ
の
時

か
ら

既
に
流

れ
て
来
た
も

の
で
あ

つ
て

、
玄
高

は
仏
陀

跋
陀
羅

の
直
接

の
弟
子
と

し
て

、
最
も

禅

に
遷
し

た
人
で
あ
り

、

そ

こ
に

「
華
厳

」
と

「
禅

」
と
言
う

も

の

丶
密
接

な
関
連
も

あ

り
、
禅

の
初
祖
菩
提

達
摩

の
思

想
を

仏

陀
跋
陀
羅

が
う
け

つ

い

(12)



で

、
玄
高

、
玄
暢
と
言
う

様
に
教
系
が
成

立
す

る
康

に
思
わ

れ

る
。

十

地
論

系

の
仏

陀
扇
多

に
よ

つ
て

、
「
輩
厳

経
指
帰

」
が

著
わ

れ

、
彼
も

「
華
厳

」
の
研
究

に
専

心
し

た
事

も
想

像
し

得

る
.

智

正
も
仏
陀
扇
多

の
思

想
を
う

け

た
と
思
わ

れ

る
。
華
厳

の
教

系
を
示

す
な

ら

ば
、

仏

陀
扇

多
ー
慧

光
ー
道

憑

ー
霊

裕
1
静
淵

ー
智

正
ー
智
嚴
涯

法

蔵

の
棺
承

と
な
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
.
以

上
は

、

教
理

い
思
想

上
に
於
け

る
相
承

で
あ
つ
て

・
華
厳
宗

相
承

と
し

て
は

、

一
般
的

に
杜
順

-
智
嚴
ー
法

蔵
と
な

る
が
、
こ
れ
は
、

先
に
述

べ
た

如
く

、
第

一
視
杜

順
と

す

る

の
が

間
違

い
で
、
智

正
ー
智
巌
丁

法

蔵
と
す

る

の
が
順
当

だ

と

思
わ

れ
殆
ん

ど
智

正
、

智
厳

等
に

よ
つ
て
成

立
つ
て

い
た
。

華

厳
宗
と

い
う
も

の
を

、

無
師
独
悟
に

よ

つ
て

、
法
藏
が
大
成

し

た

も
の

で
あ

る
。

開
宗

相
承
と
し
て
は
智

正

、
智
嚴

、
法

蔵
と

な
り

.
第
二
視
智
儼

は

禅
と
深

い
関

係
に
あ

つ
て

、
「
禅

」
と

「
華
厳

」
の
密
接

な
関

係
の
あ
る
事

は
想
像
さ
れ

、
法

蔵
に

よ

つ
て
大
成

さ
れ
た
垂
厳

宗
に
於
け

る

、
華
厳
教
埋
も
確

立
し

た
も

の
で
あ

る
と

思
わ

れ

ま
す

.

完

(13)

 

行

為

に

現

れ

た

日
太

人

の
仏

教

信

仰

伊

藤

喬

は

じ

め

に

仏

教
が

日
本

に
伝

来
し
て
以
来
千
数
百
年

の
間

、
仏
教
は
日

本
文

化

の
上

に
輝
か

し

い
足

跡
を
残

し
て

来
た
。

こ
の

こ
と
は

今
さ

ら
云

々
す

る
ま

で
も
な

い
歴
史

上
の
事

実

で
あ
つ
て

声
日

本
文

化
は
絶

え
ず
仏

教

と
表
裏

一
体

に
進

ん
で
来
た
.

そ
の
伝

統

の

力
は
現
代

に
於

て
も

な
お

、
仏
教
を

日
本

の
社
会
と

強
力

に
結
び

つ
か

し
め

て
わ
り

、
ま
た
種

々

の
仏
教
行

事
や
儀
礼
は

日
本
入
を
し
て
仏
教

と
無
縁

で
は
生
活

出

来
な
く

せ
し

め

て

い

る
。あ
ち

こ
ち

の
寺
院

や
施
設

で
催
き

れ

る
仏
教
行
事

に
多

く

の

人
々
が
参
加
す
る
事
実

、
ま

た
そ

れ

ら
の
寺
院

・
施
設

が
立
派

に
維
持

さ
れ
て

い
る
事

実

1

そ

れ
ら

は

い
ず
れ
も

仏
教
が
現


